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フィージビリティスタディ BIM（F/S BIM)
-庁舎建築BIMを⽤いた概算⼿法の検証-
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基本設計BIM概算
空間要素
空間単価
空間ID

ターゲットバリューデザイン

キーワード

00. 研究キーワード



S0 S1 S2
F/S BIM利⽤イメージ

・各フェーズでリアルタイムにフィージビリティ―スタディできる概算⼿法
・空間ボリューム＋主要エレメントと連携するコストデータベースの構築

ボリュームスタディ 単線プラン、ゾーニング

デザインスタディとフィージビリティスタディをリアルタイムで顧客共有できる新しい設計⼿法

F/S BIM データベース
(スペースボリュームと連携す

るコストデータベース）

スペースボリューム
＋外装検討⽤のエレメント

経済調査会建設物価調査会

00. 研究キーワード



S0 S7S6S5S4
実施設計

②

S3
実施設計

①

S2
基本設計

S1
基本計画

オブジェクト

空間要素

BIMの５D活⽤
●従来の課題：
【完璧なBIMモデル】+【完璧なコストDB】が必要だった。
→フルBIM活⽤は課題も多く、精緻なコスト算出までたどり着かない。現段階ではあらゆるコスト情報を整理するのも⼤変（コード化が今後カギになる）

設計者にとってオブジェクトを先⾏して⼊⼒するにはワークフローとして難がある。（⼊⼒しすぎると検討や変更に対応できにくい）
初期段階におけるターゲットバリューデザインを視覚化しにくい（発注者・設計者）
庁舎建築におけるコスト考察のトレーサビリティー。

●提案の着眼点：
【部分的なBIMのプロセスモデル】+【部分的なコストDB】
→部分的なBIMモデル活⽤でよく、⼊⼒⽬標も設定しやすい。

⼊⼒⽬標に沿ったDBがあればよい。

●プロジェクト初期段階で扱いやすいBIMの空間要素を中⼼にBIM５D利⽤を研究する。 空間要素と空間単価の連携による新しい設計⼿法を⽬指す

使いやすい5D
(コード化された空間要素とコストデータ）

マス・ゾーン

ピロティ―
ボリューム

吹抜
ボリューム

議場ボリューム

執務ボリューム
待合ボリューム

スペースブロック︓シーラカンスJAM TOTO出版より抜粋

01. 取組背景



建築⼯事費

設備⼯事費

環境配慮費
全体⼯事x1.1

外装費

割増：デフレータ
地域別係数

BIM
F/S DB
コストデータベース

F/S BIM   S0ーS2 概算フォーマット

EX) 全体各⼯種⽐率の⽐較 等

①

②
空間要素空間単価

「空間ID」でつなぐ

視覚化によるターゲットバリューデザイン

02. 概要



外部データベース（F/S DB)

スペースボリューム（空間要素）にはSL - Spaces/ locations、
その他エレメントにEF - Elements/ functionsを付与。

コード付与によってホールライフ・コスティングへつなぐ。

実績（概算内訳書） F/S
データベース

物件情報テーブル
室情報テーブル
単価テーブル
・
・

スペースボリューム（空間要素）別内訳書をF/S データベースに格納

Uniclass2015

① 02. 概要

空間要素別で構成



DB : 仕様･単価テーブル

Code : SL_20_15_50
S0 S1 S2

DB : 室情報テーブル

●設計段階が進むほどBIMモデルに与えるコードの桁数が増える。
コードの桁数が多い程データの絞り込みが強くなり、
データベースと連携した際の誤差が⼩さくなり概算精度が上昇。

●室情報テーブルから、対象のコードに該当する室の
室番号を取得し、仕様･単価テーブルから必要情報を取得。

●抽出した単価とBIM数量、デフレータ等を考慮し、
最終的な概算内訳や事業コストを算出。

スペースボリュームとデータベースの連携イメージ①

DB : ゾーン情報
テーブル

ID

02. 概要



スペースボリューム(空間要素)属性、得られる情報の整理① 02. 概要



F/S BIM   S0ーS2 概算フォーマットの作成② 02. 概要

より抜粋

●F/SBIM概算フォーマットあり⽅検討

・従来の概算⼿法
・⽤途別/構造別の建築⼯事費に占める各種構成⽐
の統計(国交省）等
に照らし合わせ、
F/SBIM⼿法のあり⽅を検証。

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/jouhouka/sosei_jouhouka_tk4_000017.html



①
F/S BIM   S0ーS2 概算フォーマットの作成②

S0
02. 概要

ボリュームスタディ



①
F/S BIM   S0ーS2 概算フォーマットの作成②

S1
02. 概要

単線プラン、ゾーニンボリューム



①
F/S BIM   S0ーS2 概算フォーマットの作成②

S2
02. 概要

スペースボリューム
＋主要エレメント



建築⼯事費

設備⼯事費

環境配慮費
全体⼯事x1.1

外装費

割増：デフレータ
地域別係数

概算フォーマットの視覚化(ターゲットバリューデザインにむけて）②
環境
分析

創エネ

CDE

BIM

02. 概要

●事業の発注戦略、EIR策定、契約など
発注者のBIM活⽤のメリットにつながる。
フィージビリティ―スタディによるオルタナティブ案の検証

・VE,CD期間の削減や円滑な発注等、全体⼯程の縮減。
・実現性・採算性を初期段階から連続的にスタディできるため、

事業のスコープが視覚化され、デザインの優先順位や環境配慮
⼿法導⼊、ICT等への投資など、資産価値への積極的な投資。
・S6 フェーズでは、F/Sデータを⽤いた修繕⼯事予算の把握。
・ターゲットバリューデザイン



○⻄郷村新庁舎整備
延床⾯積:約5600㎡
2階建 / RC造、S造、⼀部⽊造

03. プロジェクト



様々な屋根と庇のスタディー（⼤きく分けて3つに分類）

寄棟案

切妻案⽚流れ案

03. プロジェクト



03. プロジェクト



03. プロジェクト



部会2と部会4、建築設計三会 連携

0４. 各部会連携



連携について



2022年度 部会2 BLCJの取組

Ver2.0各検討会

Ver1.0

設備WG 構造WG

メーカー

RUG

建築三会

属性項⽬リストver2.0のフォーマット統⼀

各部会

⼀覧表の作成

部会２連携



フェーズ４-2 改善した仕様の作成

各検討会のフォーマット確認（EV概略仕様・かご仕様・乗り場仕様）
分類

BIMソフト

メーカー
内容

利⽤場⾯

属性項⽬

役割分担 属性

メーカー

対応種類

部会２連携



2022年度 BLCJの取組
属性項⽬リストver2.0のフォーマット統⼀

部会２連携



空間要素（スペースボリューム）の属性項⽬整理−BLCJ2.0フォーマット

BLCJ2.0 フォーマットに追加
・設計３会ガイドラインの属性
・分類体系などの追加
・外部データベース連携項⽬
・積算に関する項⽬
・コードの追加

部会２連携



部会4 積算⼿法の標準化の取組

○分類体系が⼤切（BIMオブジェクトにコードを持たせて整理）

建築と積算2021年秋 より抜粋

部会４連携



建築と積算2021年秋 より抜粋Uniclass2015 コード化とコストデータの連携

部会4 積算⼿法の標準化の取組

○分類体系が⼤切（BIMオブジェクトにコードを持たせて整理）
その⼀つにUniclassがあげられる。

部会４連携



Uniclass2015 への紐づけ
庁舎 C0_20_15_58

EN_20_15_70

AC_20_15_59

SL_20_15_59

空間要素にSLコードまでを与えて分類
コードと空間単価と連携
複合単価は外部データベースと連携

コード化しておくことで
データの蓄積化を図る

部会４連携



空間要素とはー設計3会BIMワークフローガイドライン

空間要素にコスト情報を⼊⼒することにより集計が可能。

建築設計3会連携



空間要素とはー設計3会BIMワークフローガイドライン

空間要素
＝空気のボリューム

建築設計3会連携



建築設計3会連携

①空間要素
パラメータリスト

空間ID（SL_）の付与



S0 S7S6S5S4
実施設計

②

S3
実施設計

①

S2
基本設計

S1
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オブジェクト

空間要素

BIMの５D活⽤
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IDM インフォメーションを資産化するマニュアル。
05. 検証

○発注者メリットについて

発注者メリット 定性的⽬標 定量的⽬標 検証⼿法 ⽬標

①
建築概略コストの把握。
ー根拠に基づいたコスト算出。

プロジェクト初期段階におけるBIM
活⽤による概算コスト算出の精緻
化。

プロジェクト初期段階で扱う
BIMの空間要素と対応するコ
ストデータベースの構築。
BIM空間要素とコストデータ
ベースのスムーズな連携。S0-
S2までの項⽬仕分け。

検証A
・F/S BIMコストデータベースの正確性
（実積算予算書と⾦額との整合率）
・従来概算⼿法の検証：BIM情報⼊⼒に
よる⼯事費算定⼿法の考察）

90%

② フィージビリティ―スタディ―の⾒え
る化による事業マネジメト。

F/SBIMの⾒える化。
VE,CDや発注、全体⼯程縮減の計画
等、関係者が共有しやすい情報の
⾒える化。

複数案、変更案に関するリ
アルタイムなコスト把握⼿
法の確⽴。事業全体を把握
しやすい資料作成。

検証B
F/SBIMを⽤いた場合の企画・設計プロセ
ス（S0〜S2）における事業コスト把握・
⽐較の業務量検証。

50%

その他 アセットマネジメント・EIR策定・修繕
など発注者BIM活⽤円滑化。

どのフェーズにおいても、だれも
が扱いやすいBIMデータを構築する。

BIM空間要素にID(コード）
を付与してプロパティーを
管理できるようにする。
データの蓄積、フェーズ連
携を促すコード。

検証(その他)
庁舎⽤途の空間要素の属性整理(空間IDの
付与) 100%



06. ⼯程
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